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ドローン併用デジタル画像解析の
点検技術と補修工法

2020年12月17日

大成建設（株）

成和リニューアルワークス（株）
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コンクリートのひび割れ画像解析技術
『t.WAVE Ⓡ』

t.WAVE Ⓡ：コンクリート構造物のひび割れ画像解析技術
（taisei.Wavelet Analysis by Visible Image for Crack Estimation）
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本開発技術によるひび割れ点検の流れ

前
処
理

画
像
撮
影

画
像
解
析

結
果
出
力

コンクリートのひび割れ画像解析技術
t.WAVE Ⓡ（ティー・ドット・ウェーブ）
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撮影方法・撮影機材の選択自由度が広い
三脚撮影，ポール撮影，ドローン撮影を選択，組み合わせることが可能

三脚撮影 ポール撮影 ドローン撮影
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ドローンによるひび割れ点検結果の一例

三脚撮影

ドローン撮影

ひび割れ延長
23.5m

平均ひび割れ幅
0.15mm

ひび割れ延長
20.7m

平均ひび割れ幅
0.16mm

撮影方法・撮影機材の選択自由度が広い
三脚撮影，ポール撮影，ドローン撮影を選択，組み合わせることが可能
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ウェーブレット変換を用いたひび割れ画像解析技術の概要

⇒AI自動化
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ひび割れ検出結果の表示例
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海上部全体のひび割れ点検および三次元計測

市販のドローンによる
画像撮影状況

海上橋のひび割れ点検への適用
足場の設置が困難な海上橋のひび割れ点検に適用．三次元計測も同時に
実施して，三次元計測結果にひび割れ画像解析結果を貼付することで，
ひび割れの発生状況を三次元で鳥瞰することが可能

三次元スキャナによる
形状計測状況

調査対象の海上橋
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ひび割れを3次元マッピング表示した結果

ひび割れ図の寸法が正確なため
三次元計測図とも綺麗に整合

ひび割れ総延長：3.68 (m)
平均ひび割れ幅：0.23 (mm)

海上橋のひび割れ点検への適用
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t.WAVEの適用実績

構造物 適用件数 適用面積(m2)

橋梁 33 40,700

トンネル 3 12,000

ボックスカルバート 5 7,000

建屋 5 2,400

その他 5 100

合計 51 62,200

2007～2019年度集計分



低粘度型アクリル樹脂を用いたひび割れ補修工法

0.08mm程度

狭小部0.02mm程度
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1）超低粘度である（≦300 mPa・s）

浸透性・充てん性に優れる

① 超低圧で0.1ｍｍ以下の微細なひび割れにも容易に
浸透・充てん可能

② 0.3mm以下の微細ひび割れに対して、コンクリート
表面からハケなどで塗布するだけで毛細管現象に
よりひび割れへの含浸・充てんが可能（深さ10～
30mm程度）

１．スーパーＪ工法の特徴
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塗布含浸 低圧注入

表層部
１０～３０mm程度

表層部
１００mm程度

（主鉄筋内部）

＜０．３ ○ ○

≧０．３ × ○

ひび割れ幅
(mm)

樹脂の含浸 / 注入深さ

適用工法

１．スーパーＪ工法の特徴
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2）速硬性であるので工期短縮が可能

① 可使時間：30～60分程度
② 硬化時間：60～90分程度

3）低温でも硬化する
使用温度範囲：－10～35℃

4）湿潤面、油面でも施工可能で、いずれも
良好な接着性を有する

5） 耐候性に優れている

１．スーパーＪ工法の特徴
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① コンクリートブロック試験体 ② ひび割れ表面のハケ塗り状況

③ コア採取状況

２．ひび割れ表面のハケ塗りによる含浸・充てん実験

充填
範囲

塗布面

④ 充填範囲確認 17
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スーパーJの適用実績

年 度 適用件数 適用先

2016 25 高速道路・建築・土木

2017 13 高速道路・建築

2018 16 高速道路・建築

2019 17 高速道路・建築

2020 13 高速道路・建築・土木

合計 84 ―
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ご静聴ありがとうございました


